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要約 

 近年、日本では若者によるボランティア活動が全世界で展開されている。本論文では、

若者のボランティア活動の中でも、現地に実際に住み込み住民と共同生活を行い（キャン

プ）活動地の住民たちと共に働く（ワーク）、ワークキャンプというボランティア活動の形

態に焦点を当てている。これまで、ボランティア活動を対象とした研究は多数されてきた

ものの、ワークキャンプのみに焦点を当てた先行研究は非常に少ない。 

 そこで、「Friends International Work Camp」という日本でワークキャンプ黎明期であ

る第二次世界大戦後から活動を行っている学生団体を研究対象とした。本論文では、3章ま

ででこれまでのワークキャンプに対する考察と評価から、その課題と可能性を整理し、

「Friends International Work Camp」が行っており、筆者自身も三回参加したフィリピン

のレイテ島でのワークキャンプが、その特徴である共同性について分析するとともに、そ

の活動に参加する前後で学生にどういう意識変化を与えているのかを、フィリピンキャン

プの報告書と、参加者へのインタビュー調査をもとに分析した。これによって明らかにな

ったのは以下の通りである。 

 一つ目は、共同性についてである。一般的にボランティア活動の参加者と現地住民は贈

与―被贈与の関係を持ち、「支援する」立場のキャンプ参加者だが、学生団体特有の素人性

により、必ずしもその構図が成り立たないことが分かった。それに伴い先進国の若者が、

突然発展途上国の村に住み込み共同生活を営むという非日常的な祝祭間を持つ活動は、両

者の間に一時的ではあるが対等で親密な共同性を生み出すことも明らかにした。この共同

性は、これまでのボランティア活動のジレンマであった一方的な贈与を覆すこともあり、

村人同市、または村人とボランティア活動者の相互扶助を活性化し、その活動をさらに活

性化させる効果も秘めている。 

 2 つ目は、若者の意識変化についてである。若者の参加動機については、具体的に将来の

ヴィジョンを持って参加している者や、自己成長のためや他者承認のためといった曖昧な

ものまで、多様な理由で参加していた。しかし、そのほとんどが、キャンプ参加後には、

変わっていたかより具体化していた。これは、実際に現地の生活を目にしてこれまでの価

値観が変わるとともに、潜在的に自分たちが「支援する側」であると思い込んでいたキャ

ンプ参加者が彼らとの共同性を築いていく過程で、相互に関わり合う関係であることを自

覚するためである。 
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